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＜概要＞ 

エジプトでは衛生環境が良くない地域も多く、乳製品による集団食中毒が頻繁に発生して

います。そのため、治療法の確立や感染源・感染経路の解明に向けて、どのような菌が存在

するのかを調べる必要があります。 
大阪公立大学大学院獣医学

研究科／大阪国際感染症研究

センターの山﨑 伸二教授ら

の研究グループは、エジプト

で生産された水牛やヤギのミ

ルク、チーズ、ヨーグルトなど

から病原性のある大腸菌を分

離し、その性状を調べました。

その結果、分離された大腸菌

のうち一つは、2021 年に富山

県で 1,800 人以上の食中毒患

者を出した大腸菌と性状が一致することが分かりました。またこの菌は、3 型分泌装置※と呼

ばれる細菌の病原性に関わる病原遺伝子を持っており、多くの抗菌薬に対する多剤耐性菌が

存在していることも明らかになりました。本研究で発見した大腸菌は、既存の範疇に入らな

い新規の病原性大腸菌になる可能性があると注目を集めています。今後、さらなる性状の解

明が進むことで、有効的な治療法や予防法の確立につながることが期待されます。 
本研究成果は、2024 年 12 月 4 日に国際学術誌「International Dairy Journal」のオンラ

イン速報版に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エジプト産の乳製品から分離した大腸菌と 

日本で 1,800 人以上の食中毒患者を出した菌の性状が一致 

P R E S S  R E L E A S E 

（左）Asmaa M. Elbastawesy 大学院生 
（右）山﨑 伸二教授 

食の安全は世界の人々求めている課題ですが、エジプトで

は衛生状態が先進国とは異なりまだまだ不十分です。今回

エジプトの乳製品から日本で大規模集団食中毒事件の原因

菌と同じ新規の病原性大腸菌が見つかり、正直驚いていま

す。本菌の簡便な検出法を開発し、帰国後はエジプトや近

隣諸国での本菌の分布を調査する予定です。 



＜研究の背景＞ 
エジプトでは農家や生産者の食の安全に関する意識が十分でなく、インフラもあまり整備

されていません。また、エジプトでは加熱した牛乳や加熱乳で作った乳製品より、生乳や生

乳で作った乳製品が好まれるため、これらの大腸菌汚染を調べることが重要です。 
 
＜研究の内容＞ 

エジプトの生乳および生乳で作ったチーズやヨーグルトから大腸菌を分離し、血清型や病

原因子、薬剤耐性およびそれらに関わる遺伝子を検出しました。その結果、2021 年に富山県

で牛乳が原因で発生した、1,800 人以上の罹患者を出した集団食中毒に関わった大腸菌と同

じ血清型（OgGp9:Hg18）の菌が含まれていることが分かりました。また、3 型分泌装置と呼

ばれる同じ病原因子を保持していることも明らかとなりました。 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

本研究から、日本で見つかった大規模集団食中毒事件を引き起こす可能性のある大腸菌が、

エジプトにも存在していることが明らかとなりました。エジプトでも乳製品を介した同じよ

うな大規模集団食中毒が起こる可能性があり、今後、本菌の検出系を構築し、我が国やエジ

プトのみならず、アジアを含む世界での分布を調べ、食中毒を未然に防ぐための対策を講じ

ることが求められます。 
 
＜資金情報＞ 

本研究は、エジプト・日本教育パートナーシップ（Egypt-Japan Education Partnership）、
文部科学省 奨学金（Ministry of Science, Culture and Sports of Japan）、大阪府立大学・大

阪公立大学基盤研究費からの支援を受けて実施しました。 
 
＜用語解説＞ 
※ 3 型分泌装置…タンパク質分泌装置の 1 つ。菌体表面から突出した針様の構造体で、細

菌内で作られたタンパク質を宿主細胞内に打ち込むことで病原性を発揮する。 
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【研究内容に関する問い合わせ先】 
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